
                                                            

      

１
．
「
人
事
役
務
費
」
と
は 

「
行
財
政
計
画
（
素
案
）
」
の
発
表
と
同
時

に
、
府
教
委
が
技
能
員
４
０
０
人
の
削
減
を

向
こ
う
１
０
年
間
で
お
こ
な
う
と
し
、
退
職

不
補
充
方
針
を
強
行
し
た
時
に
技
能
員
が
全

廃
さ
れ
る
ま
で
の
間
、「
人
事
役
務
費
」
も
し

く
は
賃
金
職
員
で
対
応
す
る
と
し
て
導
入
し

た
も
の
で
す
。
導
入
当
初
は
、
技
能
員
１
名

削
減
に
つ
き
「
人
事
役
務
費
」
２
１
０
万
円

も
し
く
は
３
０
時
間
の
賃
金
職
員
が
各
校
に

配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

２
．
こ
れ
ま
で
の
経
過 

「
人
事
役
務
費
」
は
２
０
０
６
年
度
ま
で

技
能
員
１
人
削
減
に
つ
き
２
１
０
万
円
が
各

校
に
配
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
０

７
年
度
の
行
革
に
よ
り
１
８
９
万
円
に
減
額
、

橋
下
行
革
の
も
と
、「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム

案
」
に
よ
り
０
８
年
度
は
さ
ら
に
１
０
％
の

削
減
が
強
行
さ
れ
１
７
０
万
１
千
円
ま
で
減

額
さ
れ
ま
し
た
。 

府
障
教
は
０
８
年
度
の
専
門
部
交
渉
で
、

「
人
事
役
務
費
」
問
題
を
と
り
あ
げ
、「
一
般

管
理
費
に
統
合
し
な
い
こ
と
」
を
強
く
求
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
阪
府
当
局
は
「
財
政

再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
」
に
従
っ
て
、
０
９
年

度
当
初
予
算
に
お
い
て
「
人
事
役
務
費
」
を

一
般
管
理
費
に
統
合
し
た
上
で
大
幅
な
削
減

を
強
行
し
ま
し
た
。
今
年
度
よ
り
「
人
事
役

務
費
」
は
「
役
務
費
」
と
し
て
、
技
能
員
１

名
削
減
に
つ
き
１
３
５
万
円
が
対
象
校
に
配

当
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年
度
比
２

０
％
を
超
え
る
大
幅
削
減
で
あ
り
、
学
校
と

教
職
員
に
さ
ら
な
る
負
担
を
強
要
す
る
も
の

で
、
断
じ
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

３
．
折
衝
に
お
け
る
主
な
や
り
と
り 

①
配
当
額
基
準
等
に
つ
い
て 

対
象
校
へ
の
配
当
額
に
つ
い
て
は
教
職
員

人
事
課
と
し
て
も
不
本
意
だ
が
、
配
当
に
お

け
る
基
準
は
従
来
通
り
で
あ
る
。
財
務
課
と

の
調
整
で
各
校
へ
の
通
知
等
が
遅
れ
、
迷
惑

を
か
け
た
と
思
っ
て
い
る
。 

 ＊
配
当
基
準 

●
再
任
用
（
短
時
間
）
は
、
正
職
員
０
．
６

人
分
で
計
上
↓
役
務
費
は
０
．
４
人
分
で

合
計
１
人
分 

●
特
別
嘱
託
員
等
は
、
正
職
員
０
．
５
人
分

で
計
上
↓
役
務
費
は
０
．
５
人
分
で
合
計

１
人
分 

 
 

    

②
配
当
し
た
「
役
務
費
」
の
趣
旨
に
つ
い
て 

従
来
の
配
当
の
趣
旨
（
技
術
職
員
の
仕
事

の
補
完
）
に
変
更
は
な
い
。
通
知
も
出
し
て

い
る
。 

 

③
趣
旨
の
周
知
徹
底 

ど
う
い
う
方
法
が
よ
い
か
検
討
す
る
（
組

合
か
ら
は
「
校
長
会
、
事
務
長
会
等
で
周
知

徹
底
を
は
か
れ
」
と
指
摘
） 

 

④
「
役
務
費
」
の
２
０
％
削
減
に
つ
い
て 

全
庁
的
に
維
持
需
用
費
は
１
０
％
削
減
だ

が
、「
役
務
費
」
に
つ
い
て
は
「
大
阪
維
新
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
案
）
」
で
ゼ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、

財
政
課
と
の
や
り
と
り
が
、
そ
こ
か
ら
は
じ

ま
っ
た
。
せ
め
て
１
０
％
削
減
ま
で
の
復
活

を
と
、
財
政
課
に
要
求
し
た
が
教
職
員
人
事

課
と
し
て
も
不
本
意
な
結
果
で
あ
る
。
今
後

の
予
算
の
獲
得
に
努
力
し
た
い
。
ま
た
、
学

校
の
実
情
に
応
じ
て
相
談
に
は
応
ず
る
。 

 

⑤
「
役
務
費
」
増
額
の
努
力
に
つ
い
て 

具
体
的
な
資
料
を
持
っ
て
予
算
要
求
し
て

い
き
た
い
。
校
長
や
事
務
長
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
実
情
を
把
握
す
る
こ
と
や
、
実
際
に

学
校
を
訪
問
し
、
技
術
職
員
か
ら
具
体
的
に

聞
く
こ
と
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。 

 

４
．
今
後
に
つ
い
て 

 

府
教
委
は
、「
人
事
役
務
費
」
が
一
般
管
理

費
に
統
合
さ
れ
た
と
し
て
も
、
今
回
配
当
し

た
１
３
５
万
円
の
使
途
に
つ
い
て
は
、「
技
術

職
員
と
相
談
の
上
、
執
行
し
て
欲
し
い
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
技
術
職

員
と
そ
の
使
途
に
つ
い
て
よ
く
相
談
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
大
幅
な
減
額
で
生

じ
る
困
難
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
学

校
長
を
通
じ
て
予
算
増
額
等
の
具
申
を
あ
げ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
来
年
度
予
算

増
額
に
向
け
て
、
各
学
校
で
は
実
態
を
ま
と

め
て
府
教
委
に
増
額
要
望
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
府
障
教
の
交
渉
等
で
取
り
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

人事役務費が学校管理費予算に統合の上、大幅減額された問題で府教委と折衝 

「従来の配当の趣旨（技術職員の仕事の補完）に変更はない」 

「学校の実情に応じて相談に応じる」 

「今後の予算獲得に向けて努力したい」 
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４
月
１
４
日
、
府
障
教
、
府
高
教
、
大
教
組
は
教
職
人
事
課
と
「
人
事
役
務
費
」
に
つ
い
て

折
衝
を
行
い
ま
し
た
。
折
衝
に
は
府
障
教
、
府
高
校
の
技
術
職
員
部
部
長
も
参
加
し
ま
し
た
。

折
衝
で
は
、
今
年
度
か
ら
「
人
事
役
務
費
」
が
一
般
管
理
費
に
統
合
さ
れ
た
う
え
、
大
幅
に
減

額
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
予
算
増
額
を
強
く
求
め
ま
し
た
。 

府
教
委 

●
当
面
の
予
定 

 

４
月
２
１
日
（
火
）
分
会
代
表
者
・ 

専
門
部
長
会
議 

 

４
月
２
５
日
（
土
）
新
歓
バ
レ
ー
大
会 

 

５
月 

１
日
（
金
）
メ
ー
デ
ー
（
扇
町
公
園
） 

 

５
月 

７
日
（
木
）
議
案
書
説
明
会 

 

５
月
１
６
日
（
土
）
府
障
教
定
期
大
会 

 

５
月
２
９
日
（
金
）
第
１
回
青
年
連
続
講
座 


